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出血量の1.5倍の補液を行なう方法。 とを比較した，術
後の循環血液量， Hb値などより，②の方法が，出血量
の多少にかかわらず，有利であると，結論された。 
22. 	 s-遮断剤 LB-46の心力学について
崎尾秀彰，吉田 豊，中川邦夫，安井埠充，
嶋村欣一(県がんセンター)
戸遮断剤は 1958年に D.C.I.が発表されて以来， 
Proprano101 を始め， 続々と開発されている。われわ
れは， LB 46について， その心力学を検討してみた。
対象は臨床例で術後，笑気酸素で維持し，心電図，心音
図，頚動脈波，動脈圧を同時記録した。 LB46 0.002 
mg/kgまたは， 0.004 mg/kgを1回静注し， Propra-
no101 0.02 mg/kg投与のものと比較した。その結果， 
LB 46は，陰性変力作用の弱い P遮断剤であると思わ
れた。 
23. 	 Hypoxiα，Hypercapniaの心力学について
仁藤章夫(千大) 
B1umberger-Ho1dack 法を用い，雑犬において心筋
収縮力と， Pa02，PaC02 との関係を調べた。 Hyper-
capniaにおいては， PaC02上昇とともに， 心収縮力
が増加する群と，減少する群とに分かれたが，両群とも 
PaC02 100 mmHg以上では，心収縮力は増加した。
Hypoxiaにおいては， Pa02 56mmHg以下で，心収
縮力は増加し， Pa02 32 mmHg前後までは，上昇を続
けるが，	 Pa0 25 mmHg以下では，心収縮力は，急激
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に減少し，心停止にいたったo
24. 	 最近の肺機能，特に閉塞性疾患の診断について
淵上隆(千大)
従来，閉塞性肺疾患の診断に l秒率などが用いられて
きたが，近年，これらの検査からは，末梢気道の情報は
得られない事が判ってきた。これに対し， flow-vo1ume 
curve は，患者の努力に無関係で，末梢気道抵抗が，
判るという点で注目されているo 数量的に表現する事
は，難かしいが，現われた図型の中から，一見して末梢
気道抵抗を判定できる事より，新らしい肺機能検査法と
して有用で、あろう。 
25. 	 静脈血ガス分析値の評価
瀬戸屋健三，近藤良晴(厚生年金)
混合静脈血のガス含量計測が，小循環，大循環での血
流量，酸素消費， Shunt率等の評価に有用だが，必ず
しも採血が容易でない。われわれは，中心静脈 catheter
を介しての血液と， Swan-Ganz catheter を介しての
混合静脈血より算出した肺内 Shunt率が， 1"，2%の差
にすぎない事を知った。簡単な手技で，安全に，しかも
長期間留置可能な，中心静脈 catheterによるガス分析
は，特にI.C. U.などにおいて，臨床的に有用である。 
26. 	 中央手術部 1年間の統計的考察
野口照義(千大手術部)
昭和 47年度に，本学手術場が中央化された。そこで，
昭和 47年 1月より 48年 10月までの 1年間の，手術部
における手術症例を集計し， 昭和 47年度全国国立大学
手術部統計と比較した。千大中央手術部における年間手
術例数 4373例で全国 2位，その中，全麻 2689例，局所 
1684例と， それぞれ， 全国平均を上回っていた。その
他，各科別，全麻，周麻例数，緊急追加，中止延期例な
ど，予定手術時間と実際の手術時間の差などについて， 
報告した。
27. Dose-Regulated Anesthesiα 
米沢利英(千大) 
近年， Penthrane の腎障害が，問題となっているo 
Penthraneは， その 50%が代謝され， F化合物とし
て，蓄積し，腎障害を起こすと，されている。とれは， 
Penthrane投与量と共に増加する。従って， Penthrane 
は，できるだけ少量で、，維持せねばならない。 Pentothal
で導入，笑気を併用し，初期に短時間，高濃度を吸入さ
せ，以後，できるだけ，低濃度で維持するのがよいと思
われる。また Penthraneに，筋弛緩作用を求めては，
ならない。
